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は
じ
め
に
　
い
　
の
う
か
　
の
り
　
伊
能
嘉
矩
（
一
八
六
七
i
一
九
二
五
年
）
は
日
本
の
台
湾
植
民
地
統
治
初
期
、
一
八
九
五
年
一
一
月
か
ら
一
九
〇
六
年
一
月
ま
で
台
湾
に
滞
在
し
、
台
湾
を
対
象
と
し
た
歴
史
学
・
人
類
学
研
究
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
編
著
書
は
台
湾
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
）
書
籍
だ
け
で
も
計
一
五
冊
に
の
ぼ
る
。
特
に
『
台
湾
蕃
政
志
』
（
台
湾
総
督
府
民
政
部
殖
産
局
、
一
九
〇
四
年
初
版
）
や
『
台
湾
文
化
志
』
（
刀
江
書
院
、
一
九
二
八
年
初
版
）
は
現
在
で
も
台
湾
史
研
究
に
必
須
の
書
物
と
し
て
読
み
続
け
ら
れ
て
い
る
。
台
湾
研
究
だ
け
で
は
な
い
。
渡
台
前
は
教
育
関
係
の
新
聞
記
者
と
し
て
活
躍
し
、
岩
手
県
遠
野
に
帰
郷
し
て
か
ら
は
郷
土
研
究
に
情
熱
を
傾
け
、
多
く
の
著
作
を
遺
し
て
い
る
。
　
伊
能
は
現
在
台
湾
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
第
二
次
世
界
大
戦
後
五
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
台
湾
史
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
曹
永
和
氏
（
元
台
湾
大
学
教
授
、
現
中
央
研
究
院
院
士
）
は
、
「
『
沖
縄
学
』
に
於
け
る
伊
波
普
猷
の
如
く
、
伊
能
嘉
矩
は
実
に
偉
大
な
る
『
台
湾
学
』
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
と
最
大
級
の
讃
辞
を
お
く
っ
て
い
る
。
　
筆
者
は
、
台
湾
の
民
間
博
物
館
で
あ
る
順
益
台
湾
原
住
民
博
物
館
の
研
究
助
成
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
日
本
順
益
台
湾
原
住
民
研
究
会
に
属
し
、
研
究
会
に
紹
介
さ
れ
た
伊
能
嘉
矩
所
蔵
の
写
真
を
整
理
し
、
写
真
集
に
編
集
し
た
。
写
真
集
所
収
の
拙
稿
で
は
、
伊
能
の
履
歴
や
思
想
、
研
究
業
績
、
そ
し
て
原
住
民
族
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
）
関
す
る
人
類
学
的
著
述
の
現
代
的
意
味
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
が
、
本
稿
で
は
写
真
集
で
論
じ
た
伊
能
の
著
作
の
現
代
的
意
味
の
中
で
、
特
に
、
近
現
代
の
台
湾
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
形
成
を
再
検
討
す
る
た
め
に
、
伊
能
の
著
述
を
読
み
直
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
再
び
論
じ
て
み
た
い
。
伊
能
は
台
湾
原
住
民
族
に
対
す
る
近
代
的
な
人
類
学
に
よ
る
民
族
分
類
を
初
め
て
行
っ
た
。
ま
た
、
伊
能
は
台
湾
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
成
立
を
議
論
す
る
材
料
と
な
る
台
湾
史
研
究
を
体
系
立
て
た
の
で
あ
る
。
　
但
し
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
伊
能
の
著
述
の
内
容
自
体
を
検
証
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
台
湾
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
関
係
の
歴
史
的
展
開
と
伊
能
の
著
述
の
関
係
に
つ
い
て
概
論
と
し
て
の
問
題
提
起
が
中
心
と
な
る
。
72
台
湾
の
「
族
群
」
　
伊
能
の
著
述
の
位
置
づ
け
に
入
る
前
に
、
論
点
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
些
か
冗
長
と
な
る
が
台
湾
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
概
述
し
て
お
き
た
い
。
　
筆
者
は
先
に
伊
能
の
民
族
分
類
と
述
べ
、
ま
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う
言
葉
も
用
い
た
。
伊
能
の
民
族
分
類
と
い
っ
た
場
合
の
民
族
は
、
所
謂
、
機
能
主
義
的
人
類
学
に
お
け
る
民
族
の
客
観
的
定
義
、
つ
ま
り
共
通
の
出
自
で
、
同
一
の
文
化
・
言
語
を
保
持
す
る
集
団
に
対
す
る
静
的
な
概
念
と
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
は
、
客
観
的
な
民
族
の
定
義
を
基
礎
に
置
き
つ
つ
も
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
で
、
人
間
集
団
間
の
相
互
関
係
の
中
で
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
着
目
し
た
動
的
な
概
念
で
あ
る
。
但
し
、
筆
者
は
こ
れ
を
民
族
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
定
義
と
し
て
述
べ
た
つ
も
り
は
な
い
。
本
稿
の
議
論
で
使
い
分
け
る
た
め
の
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。
　
本
稿
で
な
ぜ
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
か
。
そ
れ
は
台
湾
で
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
（
①
爵
巳
o
σ
q
り
o
ξ
）
の
中
国
語
訳
「
族
群
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
が
た
め
で
あ
る
。
台
湾
で
の
中
国
語
で
は
「
民
族
」
と
い
う
言
葉
も
用
い
る
が
、
そ
れ
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
ロ
㊤
島
o
コ
）
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ち
な
み
に
レ
ー
ス
（
同
9
0
①
）
の
訳
語
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
は
、
「
人
種
」
よ
り
も
「
種
族
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
。
日
本
で
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
や
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
と
も
に
「
民
族
」
と
訳
す
場
合
が
あ
る
。
日
本
語
の
「
種
族
」
に
は
、
レ
ー
ス
の
意
味
は
な
く
、
言
語
や
出
自
・
文
化
を
同
じ
く
す
る
集
団
の
意
味
で
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
差
別
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
中
華
人
民
共
和
国
で
も
レ
ー
ス
の
中
国
語
訳
は
台
湾
と
同
じ
で
あ
る
。
但
し
「
族
群
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
ず
、
「
民
族
」
か
「
族
体
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
。
　
台
湾
に
お
け
る
「
族
群
」
と
い
う
言
葉
の
用
例
を
一
つ
あ
げ
て
み
よ
う
。
台
湾
で
は
、
一
九
九
七
年
度
か
ら
国
民
中
学
で
、
「
認
識
台
湾
」
と
い
う
新
課
程
が
は
じ
ま
っ
た
。
九
七
年
度
は
試
用
期
間
で
あ
っ
た
が
、
九
八
年
度
か
ら
は
正
　
　
　
　
　
　
（
5
）
式
課
程
に
な
っ
た
。
「
認
識
台
湾
」
の
教
科
書
に
は
、
「
歴
史
篇
」
・
「
社
会
篇
」
・
「
地
理
篇
」
の
三
種
が
あ
る
が
、
「
社
会
篇
」
の
教
科
書
で
は
、
台
湾
の
族
群
の
状
況
に
つ
い
て
、
「
原
住
民
・
閾
南
人
・
客
家
人
・
外
省
人
゜
（
新
住
民
）
は
今
日
の
台
湾
社
会
の
四
大
族
群
を
構
成
し
て
い
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
（
6
）
い
る
。
　
し
か
し
、
日
本
人
か
ら
見
る
と
、
こ
の
分
類
に
つ
い
て
誘
し
く
思
う
に
違
い
な
い
。
「
原
住
民
」
を
先
住
民
の
こ
と
を
指
す
と
想
像
し
て
み
て
も
、
「
閾
南
人
」
や
「
客
家
人
」
と
は
、
漢
族
内
部
の
分
類
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
外
省
人
」
と
は
、
「
本
省
人
」
と
対
に
な
る
言
葉
で
あ
る
。
日
本
の
植
民
地
統
治
が
終
結
す
る
前
、
つ
ま
り
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
以
前
か
ら
台
湾
に
本
籍
を
設
け
定
住
し
て
い
た
人
々
を
「
本
省
人
」
と
呼
び
、
漢
族
の
閏
南
系
や
客
家
系
の
他
に
先
住
民
も
含
ま
れ
る
。
「
外
省
人
」
と
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
中
国
大
陸
各
地
か
ら
台
湾
に
移
り
住
ん
で
き
た
人
々
を
総
称
し
た
呼
び
方
で
、
ほ
と
ん
ど
が
漢
族
で
あ
る
が
、
そ
の
他
中
国
大
陸
各
地
に
居
住
し
て
い
た
少
数
民
族
の
移
民
も
含
ま
れ
る
。
人
類
学
の
分
類
の
他
に
、
歴
史
学
や
政
治
学
的
分
類
も
混
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
認
識
台
湾
（
社
会
篇
）
』
の
よ
う
な
用
例
を
前
に
す
る
と
、
「
族
群
」
を
民
族
と
は
訳
し
づ
ら
い
。
だ
が
、
『
認
識
台
湾
（
社
会
篇
）
』
の
四
大
族
群
は
、
台
湾
の
人
間
集
団
を
理
解
す
る
の
に
最
も
現
実
に
即
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し
た
分
類
と
い
え
る
。
　
筆
者
が
表
題
で
用
い
た
「
原
住
民
族
」
と
い
う
名
称
も
、
静
的
な
民
族
概
念
で
な
く
、
動
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
台
湾
に
は
、
言
語
学
上
は
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
に
分
類
さ
れ
る
先
住
少
数
民
族
が
居
住
し
て
い
る
。
人
類
学
で
は
固
有
の
言
語
と
文
化
を
保
持
す
る
民
族
と
し
て
一
般
的
に
、
タ
イ
ヤ
ル
・
サ
イ
シ
ャ
ッ
ト
・
ブ
ヌ
ン
・
ツ
ォ
ウ
・
ル
カ
イ
・
パ
イ
ワ
ン
・
ア
ミ
・
プ
ユ
マ
・
ヤ
ミ
の
九
つ
の
民
族
に
分
け
る
。
さ
ら
に
、
一
七
世
紀
以
降
本
格
化
し
た
中
国
大
陸
か
ら
の
漢
族
移
民
の
影
響
に
よ
り
漢
化
し
て
、
現
在
、
固
有
の
文
化
・
言
語
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し
ま
っ
た
一
〇
以
上
の
民
族
が
あ
り
「
平
捕
族
」
（
平
地
に
住
む
民
族
の
意
味
）
と
総
称
さ
れ
る
。
前
者
九
民
族
の
成
員
の
殆
ど
は
「
原
住
民
」
籍
に
属
し
、
台
湾
総
人
口
約
二
一
〇
〇
万
人
の
う
ち
、
約
三
七
万
人
（
約
一
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
い
る
。
平
哺
族
は
、
非
「
原
住
民
」
と
さ
れ
、
戸
籍
上
の
区
別
は
な
い
。
台
湾
で
は
、
原
住
民
族
内
の
各
民
族
に
対
し
て
も
族
群
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
が
、
本
稿
で
は
人
類
学
的
な
分
類
を
意
味
す
る
と
し
て
便
宜
的
に
民
族
を
用
い
る
。
　
一
九
九
四
年
に
中
華
民
国
政
府
は
、
「
原
住
民
」
と
い
う
名
称
を
正
式
に
採
用
し
た
が
、
そ
れ
以
前
は
「
山
胞
」
（
山
地
同
胞
の
略
語
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
山
胞
と
非
山
胞
と
い
う
戸
籍
上
の
区
別
は
、
日
本
統
治
期
の
区
別
に
基
づ
い
て
い
る
。
日
本
統
治
期
に
九
民
族
は
、
一
九
三
五
年
に
正
式
に
「
高
砂
族
」
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
特
別
行
政
区
で
あ
る
「
蕃
地
」
に
住
ん
で
い
た
高
砂
族
と
そ
の
子
孫
を
、
中
華
民
国
政
府
は
「
山
地
山
胞
」
と
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
一
般
行
政
区
に
住
ん
で
い
た
高
砂
族
と
そ
の
子
孫
を
「
平
地
山
胞
」
と
し
た
。
　
日
本
統
治
期
に
は
現
在
の
九
民
族
は
「
高
砂
族
」
と
さ
れ
、
「
平
哺
族
」
も
戸
籍
上
の
区
別
が
あ
っ
た
。
「
高
砂
族
」
と
改
称
さ
れ
る
前
は
、
現
在
の
九
民
族
は
「
生
蕃
」
や
「
蕃
人
」
、
「
蕃
族
」
と
総
称
さ
れ
、
「
平
哺
族
」
は
「
熟
蕃
」
と
総
称
さ
れ
て
い
た
。
　
日
本
統
治
期
の
「
生
蕃
」
・
「
熟
蕃
」
、
そ
し
て
「
蕃
地
」
と
い
う
区
別
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
遡
っ
て
一
六
八
四
年
か
ら
一
八
九
五
年
に
至
る
清
朝
の
統
治
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
八
七
四
年
の
日
本
の
台
湾
出
兵
（
台
湾
で
は
牡
丹
社
事
件
と
呼
ぶ
）
時
や
日
本
領
台
期
は
「
蕃
」
字
が
用
い
ら
れ
た
が
、
清
朝
は
「
番
」
字
を
用
い
た
。
清
朝
は
統
治
下
の
先
住
民
を
「
熟
番
」
、
統
治
外
の
先
住
民
を
「
生
番
」
、
統
治
に
入
っ
て
ま
も
な
い
先
住
民
を
「
帰
化
生
番
」
（
化
番
）
と
呼
ん
だ
。
「
生
番
」
の
住
む
土
地
が
「
番
地
」
で
あ
り
、
清
朝
は
「
番
地
」
の
統
治
を
放
棄
し
て
い
た
。
「
熟
番
」
の
漢
化
が
次
第
に
進
む
の
に
対
し
、
「
生
番
」
の
言
語
や
文
化
は
保
持
さ
れ
、
今
日
の
九
民
族
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
七
四
年
の
日
本
の
台
湾
出
兵
に
よ
り
、
清
朝
は
台
湾
全
島
の
実
効
支
配
確
立
を
迫
ら
れ
、
積
極
的
台
湾
統
治
策
「
開
山
撫
番
」
に
翌
年
か
ら
転
じ
る
。
こ
の
際
、
台
湾
の
最
南
端
の
恒
春
や
台
湾
東
部
も
清
朝
の
州
県
に
区
分
さ
れ
、
大
陸
か
ら
の
移
民
拓
殖
が
奨
励
さ
れ
た
。
日
本
統
治
期
に
「
生
蕃
」
居
住
地
域
で
あ
り
な
が
ら
も
、
普
通
行
政
区
に
さ
れ
た
の
は
、
一
八
七
五
年
以
降
に
清
朝
の
支
配
が
及
ん
だ
台
湾
最
南
端
や
台
湾
東
部
な
の
で
あ
る
。
清
朝
は
中
央
山
岳
地
帯
の
「
生
番
」
を
遂
に
屈
服
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
本
は
警
察
や
軍
隊
の
武
力
攻
撃
に
よ
り
、
中
央
山
岳
地
帯
の
「
生
蕃
」
を
服
従
さ
せ
実
効
支
配
を
確
立
し
、
警
察
に
よ
る
「
蕃
地
」
の
統
治
を
行
っ
た
。
清
朝
や
日
本
の
台
湾
総
督
府
の
引
い
た
政
治
的
境
界
線
が
、
今
日
の
戸
籍
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
「
原
住
民
」
・
「
原
住
民
族
」
と
い
う
言
葉
は
、
従
来
政
府
が
用
い
て
き
た
「
山
胞
」
と
い
う
名
称
に
対
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
先
住
民
の
知
識
青
年
に
74
よ
る
先
住
民
族
と
し
て
の
権
利
獲
得
運
動
、
所
謂
「
台
湾
原
住
民
族
運
動
」
に
よ
り
、
先
住
諸
民
族
を
統
合
す
る
自
称
と
し
て
創
り
出
さ
れ
改
称
が
要
求
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
政
府
も
先
住
民
運
動
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
現
在
の
中
華
民
国
憲
法
増
修
条
文
に
は
「
原
住
民
」
・
「
原
住
民
族
」
と
い
う
言
葉
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
「
山
地
山
胞
」
は
、
「
山
地
原
住
民
」
、
「
平
地
山
胞
」
は
「
平
地
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
8
）
住
民
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
戸
籍
上
の
「
原
住
民
」
に
は
、
平
哺
族
は
入
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
九
民
族
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
昨
今
、
台
湾
の
族
群
概
念
で
は
、
「
原
住
民
」
の
二
大
分
類
と
し
て
、
「
高
山
族
」
と
「
平
哺
族
」
と
い
う
区
分
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
掲
『
認
識
台
湾
（
社
会
篇
ご
や
、
『
認
識
台
湾
（
歴
史
篇
ご
で
も
、
原
住
民
は
「
平
捕
族
」
と
「
高
山
族
」
に
分
か
れ
る
と
し
て
い
（
9
）
る
。
中
華
民
国
政
府
は
、
第
二
次
大
戦
直
後
に
確
か
に
九
民
族
に
対
す
る
総
称
と
し
て
「
高
山
族
」
を
用
い
て
い
た
時
期
も
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
四
七
年
に
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
「
山
胞
」
に
改
め
て
い
る
。
　
台
湾
原
住
民
族
運
動
に
よ
り
、
台
湾
社
会
で
「
原
住
民
」
乃
至
「
原
住
民
族
」
と
い
う
名
称
が
普
及
す
る
前
は
、
行
政
上
の
名
称
と
関
係
の
な
い
人
類
学
的
な
先
住
民
族
の
総
称
と
し
て
、
「
土
著
（
着
）
民
族
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
九
民
族
の
総
称
と
し
て
高
山
族
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
平
哺
族
と
高
山
族
と
い
う
二
大
族
群
と
し
て
並
べ
る
こ
と
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
　
平
哺
族
と
い
う
言
葉
が
、
台
湾
社
会
で
ひ
ろ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
う
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
日
本
人
が
つ
く
り
だ
し
た
高
砂
族
と
い
う
名
称
に
対
し
て
、
平
哺
族
と
い
う
名
称
は
、
清
代
に
漢
人
が
平
原
部
に
住
む
原
住
民
を
指
し
て
呼
ん
だ
「
平
哺
番
」
か
ら
き
て
い
る
。
日
本
統
治
期
や
第
二
次
大
戦
後
に
も
、
平
哺
族
に
関
す
る
人
類
学
や
言
語
学
、
歴
史
学
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
ブ
ー
ム
と
い
え
る
ほ
ど
、
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
従
来
漢
人
と
さ
れ
て
き
た
人
々
の
中
か
ら
も
平
哺
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
す
る
者
が
出
て
き
た
の
は
、
八
〇
年
代
以
降
、
特
に
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
　
台
湾
の
政
治
の
民
主
化
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
台
湾
の
文
化
や
歴
史
を
見
直
し
、
台
湾
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
す
る
「
本
土
化
」
現
象
が
起
こ
っ
た
が
、
平
哺
族
に
対
す
る
熱
気
も
「
本
土
化
」
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
中
国
大
陸
と
台
湾
を
対
置
す
る
両
岸
関
係
か
ら
見
た
場
合
、
平
哺
族
の
存
在
は
、
漢
人
と
原
住
民
の
融
合
し
た
台
湾
人
の
象
徴
と
も
い
え
る
存
在
に
な
る
。
こ
れ
は
、
台
湾
外
の
第
三
者
的
立
場
か
ら
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
台
湾
の
平
哺
族
に
関
す
る
出
版
物
を
見
る
限
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
民
族
主
義
を
主
張
す
る
た
め
に
、
平
捕
族
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
台
湾
の
各
地
方
の
歴
史
や
文
化
の
多
様
性
を
示
す
象
徴
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
　
現
在
、
原
住
民
籍
に
あ
る
九
民
族
の
成
員
は
、
高
山
族
と
い
う
言
葉
を
殆
ど
使
わ
な
い
。
九
民
族
の
う
ち
、
ア
ミ
や
プ
ユ
マ
は
東
部
平
原
に
住
み
、
ヤ
ミ
（
近
年
は
タ
オ
と
自
称
）
は
東
南
海
上
の
蘭
喚
島
に
住
ん
で
い
る
。
現
実
の
九
民
族
の
居
住
域
は
決
し
て
山
地
と
は
限
ら
な
い
の
だ
。
ま
た
、
台
湾
原
住
民
族
運
動
で
は
、
原
住
民
の
運
動
家
か
ら
「
高
山
族
」
と
い
う
の
は
、
外
部
者
に
よ
る
呼
び
方
（
他
称
）
と
し
て
退
け
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
九
民
族
の
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
に
対
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
、
日
本
統
治
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
漢
族
と
は
区
別
さ
れ
て
き
た
九
民
族
の
成
員
に
と
っ
て
、
近
年
突
然
、
平
捕
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
し
始
め
た
者
に
対
し
て
違
和
感
伊能嘉矩の台湾原住民族研究75
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
　
平
哺
族
と
対
置
す
る
た
め
に
、
近
年
、
再
び
高
山
族
と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ
出
し
た
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
の
「
原
住
民
」
籍
の
起
源
や
そ
の
中
の
「
山
地
原
住
民
」
　
「
平
地
原
住
民
」
と
い
う
区
分
、
「
高
山
族
」
と
「
平
哺
族
」
の
区
別
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
、
清
朝
が
「
生
番
」
の
統
治
を
放
棄
す
る
た
め
に
引
い
た
政
治
的
な
境
界
線
や
、
日
本
統
治
期
の
「
蕃
地
」
と
い
う
特
別
行
政
区
の
問
題
等
に
遡
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
二
　
固
定
化
す
る
民
族
像
　
『
認
識
台
湾
（
歴
史
篇
）
』
で
、
原
住
民
を
中
心
に
扱
っ
て
い
る
の
は
、
「
第
二
章
史
前
時
代
　
第
二
節
原
住
民
社
会
」
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
「
平
哺
族
」
と
「
高
山
族
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
「
高
山
族
」
の
分
類
と
社
会
組
織
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
慣
例
上
の
高
山
族
を
指
し
て
い
る
の
は
台
湾
の
山
地
・
東
部
及
び
蘭
喚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ヤ
　
　
　
　
　
サ
イ
シ
イ
ア
　
　
　
プ
　
ノ
ン
　
　
　
ゾ
ウ
　
　
　
　
ル
　
カ
イ
　
　
島
に
居
住
し
て
い
る
泰
雅
族
・
賓
夏
族
・
布
農
族
・
郷
族
・
魯
凱
族
・
　
　
パ
イ
ワ
ン
　
　
　
　
ペ
イ
ナ
ン
　
　
　
　
ア
　
メ
イ
　
　
　
　
ヤ
　
メ
イ
　
　
排
湾
族
・
卑
南
族
・
阿
美
族
・
雅
美
族
等
の
族
で
あ
る
。
各
族
の
社
会
　
　
組
織
は
互
い
に
異
な
り
、
あ
る
も
の
は
母
系
社
会
に
属
し
、
家
産
は
女
　
　
性
が
継
承
す
る
。
あ
る
も
の
は
父
系
社
会
に
属
し
、
家
産
は
男
性
が
継
　
　
承
す
る
。
あ
る
も
の
は
貴
族
社
会
に
属
し
、
土
地
は
貴
族
の
所
有
と
な
　
　
（
1
1
）
　
　
る
。
　
翻
訳
は
筆
者
に
よ
る
が
、
民
族
名
だ
け
敢
え
て
原
文
の
漢
字
表
記
と
し
、
不
充
分
な
が
ら
も
中
国
語
（
北
京
官
話
）
の
発
音
に
近
い
ル
ビ
を
ふ
っ
た
。
日
本
で
の
人
類
学
上
の
一
般
の
表
記
は
タ
イ
ヤ
ル
（
泰
雅
）
・
サ
イ
シ
ャ
ッ
ト
（
餐
夏
）
・
ブ
ヌ
ン
（
布
農
）
・
ツ
ォ
ウ
（
郷
）
・
ル
カ
イ
（
魯
凱
）
・
パ
イ
ワ
ン
（
排
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
湾
）
・
プ
ユ
マ
（
卑
南
）
・
ア
ミ
（
阿
美
）
・
ヤ
ミ
（
雅
美
）
で
あ
る
。
日
本
と
台
湾
、
ど
ち
ら
の
表
記
が
正
し
い
か
と
い
う
と
、
ど
ち
ら
も
正
確
で
は
な
く
、
各
民
族
の
言
語
の
発
音
が
、
日
本
語
や
中
国
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
個
々
の
名
称
が
何
を
表
す
か
と
い
う
と
、
サ
イ
シ
ャ
ッ
ト
や
ヤ
ミ
等
、
現
地
の
人
も
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
タ
イ
ヤ
ル
｝
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
の
意
味
は
「
人
」
・
「
真
の
人
、
勇
ま
し
い
人
」
・
「
同
族
の
人
」
・
「
蕃
人
」
な
ど
で
あ
る
と
い
う
が
、
地
方
に
よ
っ
て
タ
イ
ヤ
ル
の
他
に
、
ア
タ
ヤ
ル
、
タ
ヤ
ル
、
イ
タ
ル
、
タ
ー
ヤ
ン
、
タ
イ
イ
ン
等
と
異
な
る
。
別
の
人
間
を
意
味
す
る
語
も
あ
り
、
地
域
に
よ
り
セ
デ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
や
、
ス
コ
レ
ク
、
ツ
オ
レ
な
ど
が
あ
る
。
　
九
民
族
の
名
称
は
、
日
本
統
治
期
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、
人
類
学
者
や
言
語
学
者
が
様
々
に
命
名
し
て
き
た
が
、
次
第
に
取
捨
選
択
さ
れ
固
定
化
さ
れ
て
き
た
。
名
称
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
民
族
の
数
や
居
住
範
囲
も
研
究
者
に
よ
っ
て
説
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
政
府
が
一
つ
を
選
ん
で
固
定
化
し
て
き
た
。
社
会
組
織
に
つ
い
て
も
、
母
系
制
・
父
系
制
・
貴
族
制
と
い
っ
た
分
析
は
、
勿
論
誤
り
で
は
な
い
が
、
常
に
変
化
し
つ
つ
原
住
民
族
の
多
様
な
社
会
を
、
近
代
人
類
学
の
分
析
概
念
に
よ
っ
て
、
枠
に
あ
て
は
め
た
と
い
え
る
。
　
台
湾
先
住
諸
民
族
は
伝
統
的
に
、
粗
放
な
農
耕
や
狩
猟
・
漁
掛
活
動
を
生
業
と
し
て
き
た
。
個
々
人
の
活
動
は
村
落
を
中
心
と
し
て
お
り
、
そ
の
地
理
的
知
識
は
人
類
学
者
が
分
類
し
た
各
民
族
の
範
囲
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
各
民
族
ご
と
に
政
治
的
統
合
を
遂
げ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
原
住
民
は
、
日
本
の
植
民
地
統
治
下
で
、
日
本
語
に
よ
る
教
育
を
通
し
て
、
日
本
当
局
に
よ
り
民
族
名
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
民
族
に
対
し
て
帰
属
意
識
を
持
つ
よ
う
に
誘
導
さ
れ
76
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
研
究
者
に
よ
る
調
査
報
告
の
権
威
化
、
政
府
の
分
類
の
固
定
化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
民
国
家
内
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
関
係
、
文
字
を
持
つ
者
と
持
た
な
い
者
の
関
係
、
近
代
人
類
学
の
分
析
概
念
の
歴
史
性
、
民
族
誌
的
現
在
に
お
け
る
「
伝
統
」
文
化
の
切
り
取
り
、
調
査
者
と
被
調
査
者
の
植
民
地
的
権
力
関
係
な
ど
、
様
々
な
論
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
　
固
定
化
さ
れ
た
民
族
名
や
社
会
組
織
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
が
中
学
校
教
科
書
の
先
史
時
代
の
項
で
、
台
湾
の
先
住
諸
民
族
の
「
伝
統
」
的
な
「
特
有
」
の
文
化
と
し
て
、
説
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
認
識
台
湾
』
で
は
、
原
住
民
の
社
会
の
変
化
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
箇
所
は
な
い
。
　
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
近
現
代
に
原
住
民
族
の
社
会
は
大
き
く
変
化
し
た
。
特
に
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
台
湾
の
高
度
経
済
成
長
で
、
多
く
の
原
住
民
は
都
市
に
流
入
し
て
き
た
。
冠
婚
葬
祭
の
折
に
し
か
村
に
帰
ら
な
い
若
者
や
、
原
住
民
と
漢
人
の
両
親
を
も
ち
生
ま
れ
た
時
か
ら
都
市
に
住
ん
で
い
る
子
供
等
、
主
に
本
や
テ
レ
ビ
か
ら
原
住
民
の
文
化
を
学
ん
で
い
る
者
も
多
い
。
　
民
族
像
の
固
定
化
に
対
し
て
、
各
民
族
成
員
の
中
か
ら
戸
惑
い
の
声
が
あ
が
り
、
原
住
民
側
か
ら
積
極
的
に
押
し
付
け
ら
れ
た
民
族
像
を
改
め
て
欲
し
い
と
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
い
う
要
求
も
出
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
政
府
が
民
族
分
類
を
行
っ
て
各
民
族
の
地
位
を
認
め
、
多
元
的
文
化
を
尊
重
し
て
い
る
現
状
で
は
、
原
住
民
が
政
治
運
動
や
文
化
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
権
威
化
さ
れ
固
定
化
さ
れ
た
民
族
像
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
　
前
節
で
は
「
原
住
民
」
籍
や
、
「
高
山
族
」
・
「
平
哺
族
」
と
い
う
分
類
の
歴
史
性
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
原
住
民
族
の
中
で
の
言
語
や
文
化
を
基
準
に
し
た
民
族
分
類
に
つ
い
て
も
本
節
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
多
く
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
民
族
像
の
固
定
化
を
検
討
す
る
に
は
、
日
本
統
治
期
か
ら
現
代
に
至
る
一
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
人
類
学
の
研
究
史
の
展
開
や
歴
代
政
権
の
政
策
と
の
関
連
等
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
三
　
伊
能
嘉
矩
の
人
類
学
研
究
　
台
湾
原
住
民
族
に
対
す
る
実
地
調
査
に
基
づ
い
た
近
代
的
人
類
学
に
よ
る
民
族
分
類
と
い
い
得
る
分
類
の
始
源
を
求
め
る
と
、
伊
能
嘉
矩
の
分
類
に
い
き
つ
く
。
伊
能
は
『
台
湾
蕃
政
志
』
や
『
台
湾
文
化
志
』
等
の
歴
史
研
究
か
ら
歴
史
学
者
と
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
伊
能
は
台
湾
原
住
民
族
に
対
す
る
人
類
学
的
研
究
を
志
し
て
渡
台
し
た
の
で
あ
り
、
渡
台
以
後
、
積
極
的
に
調
査
を
行
っ
て
、
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
等
の
雑
誌
に
多
く
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
伊
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
の
民
族
分
類
と
社
会
組
織
の
分
析
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
　
伊
能
の
民
族
分
類
は
、
伊
能
と
粟
野
伝
之
丞
の
共
著
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
（
台
湾
総
督
府
民
政
部
文
書
課
、
一
九
〇
〇
年
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
は
、
両
者
が
台
湾
総
督
府
民
政
部
事
務
嘱
託
と
し
て
「
蕃
人
教
育
施
設
準
備
」
の
命
を
受
け
、
一
八
九
七
年
五
月
二
三
日
か
ら
一
二
月
一
日
に
か
け
て
台
湾
全
島
を
｝
周
し
て
行
っ
た
各
民
族
の
調
査
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
伊
能
は
原
住
民
族
の
人
類
学
的
調
査
・
歴
史
学
的
調
査
を
担
当
し
、
粟
野
は
地
理
や
生
物
の
調
査
・
原
住
民
族
に
対
す
る
教
育
方
針
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。
同
書
は
台
湾
原
住
民
族
の
学
術
的
分
類
の
噛
矢
と
な
り
、
各
民
族
の
社
会
組
織
や
衣
食
住
等
に
つ
い
て
の
、
最
初
の
体
系
的
な
研
究
と
い
え
る
。
　
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
出
版
の
前
に
、
伊
能
は
一
八
九
八
年
に
民
族
分
類
を
発
伊能嘉矩の台湾原住民族研究77
表
し
て
お
り
、
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
の
民
族
分
類
も
伊
能
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
　
　
　
　
　
（
1
6
）
た
と
推
測
さ
れ
る
。
伊
能
は
自
身
が
実
際
に
調
査
で
得
た
結
果
と
、
調
査
時
の
原
住
民
所
轄
官
庁
で
あ
っ
た
民
政
局
殖
産
部
下
の
各
地
撫
墾
署
の
資
料
等
を
総
合
し
て
分
類
を
行
っ
た
。
一
八
九
八
年
発
表
の
文
章
で
の
分
類
の
基
準
は
、
一
、
体
質
上
の
特
徴
・
二
、
土
俗
の
異
同
・
三
、
思
想
の
進
否
・
四
、
言
語
の
異
同
・
五
、
歴
史
的
口
碑
等
で
あ
り
、
学
術
的
な
分
類
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
　
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
で
は
整
理
さ
れ
た
分
類
が
載
せ
ら
れ
、
八
族
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ア
タ
イ
ヤ
ル
族
・
ヴ
オ
ヌ
ム
族
・
ツ
オ
オ
族
・
ツ
ア
リ
セ
ン
族
・
ス
パ
ヨ
ワ
ン
族
・
プ
ユ
マ
族
・
ア
ミ
ス
族
・
ペ
イ
ポ
族
で
あ
る
。
ペ
イ
ポ
族
（
平
哺
蕃
）
は
さ
ら
に
、
タ
ツ
オ
・
シ
ラ
イ
ヤ
・
ロ
ツ
ア
・
ポ
ァ
ヴ
ォ
サ
ア
・
ア
リ
ク
ン
・
ヴ
ゥ
プ
ラ
ン
・
パ
ァ
ゼ
ツ
へ
・
タ
オ
カ
ス
・
ケ
タ
ガ
ナ
ン
・
ク
ヴ
ァ
ラ
ワ
ン
・
ア
ム
ト
ウ
ラ
ア
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
伊
能
は
後
に
、
こ
れ
ら
の
分
類
を
若
干
修
正
し
て
い
る
。
　
伊
能
以
前
の
研
究
者
に
よ
る
分
類
と
比
べ
た
場
合
の
評
価
を
、
同
時
代
の
研
究
者
鳥
居
龍
蔵
は
一
九
一
〇
年
に
「
人
類
学
研
究
・
台
湾
の
原
住
民
（
一
）
序
論
」
で
述
べ
て
い
る
。
鳥
居
に
よ
れ
ば
、
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
の
分
類
以
前
に
、
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
は
G
・
テ
イ
ラ
ー
の
分
類
で
、
パ
イ
ワ
ン
・
阿
眉
・
テ
ィ
プ
ン
（
ピ
ウ
マ
族
の
テ
ィ
プ
ン
部
落
）
・
平
哺
蕃
の
分
類
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
テ
イ
ラ
ー
の
四
分
類
は
不
充
分
で
、
伊
能
の
分
類
の
ほ
う
が
は
る
か
に
精
確
で
あ
り
、
当
時
、
伊
能
の
分
類
が
内
外
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
　
　
　
（
1
7
）
い
た
と
い
う
。
明
治
期
の
原
住
民
族
に
関
す
る
書
物
は
お
お
よ
そ
伊
能
の
分
類
に
従
っ
て
い
る
。
　
民
族
分
類
だ
け
で
な
く
、
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
は
各
民
族
を
網
羅
し
た
民
族
誌
と
し
て
、
明
治
期
に
は
最
も
よ
く
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
は
次
の
編
成
か
ら
な
っ
て
い
る
。
　
　
第
一
篇
蕃
俗
誌
　
第
一
章
緒
説
　
第
二
章
各
説
（
第
一
ア
タ
イ
ヤ
ル
族
　
　
　
第
ニ
ヴ
ォ
ヌ
ム
族
　
第
三
ツ
オ
オ
族
　
第
四
ツ
ア
リ
セ
ン
族
　
第
五
ス
　
　
　
パ
ヨ
ワ
ン
族
　
第
六
プ
ユ
マ
族
　
第
七
ア
ミ
ス
族
　
第
八
ペ
イ
ポ
族
）
　
　
　
第
三
章
総
説
（
第
一
蕃
人
ノ
種
類
並
二
地
理
的
分
布
　
第
二
蕃
社
及
戸
　
　
　
数
人
ロ
ノ
統
計
　
第
三
統
制
的
現
状
　
第
四
土
俗
　
第
五
慣
習
　
第
六
　
　
　
生
業
　
第
七
雑
記
）
　
　
第
二
篇
蕃
語
誌
　
　
第
三
篇
地
方
誌
　
第
一
章
緒
説
　
第
二
章
各
説
（
第
一
台
北
新
竹
地
方
誌
　
　
　
第
二
南
庄
地
方
誌
　
第
三
東
勢
角
、
大
湖
地
方
誌
　
第
四
哺
里
社
地
方
　
　
　
誌
第
五
嘉
義
雲
林
地
方
誌
　
第
六
鳳
山
地
方
誌
　
第
七
恒
春
地
方
誌
　
　
　
第
八
台
東
地
方
誌
　
第
九
宜
蘭
地
方
誌
V
　
　
第
四
篇
沿
革
誌
　
第
一
章
理
蕃
沿
革
史
（
第
一
和
蘭
人
ノ
理
蕃
　
第
二
鄭
　
　
　
氏
ノ
理
蕃
　
第
三
清
政
府
ノ
理
蕃
　
第
四
概
説
）
　
第
二
章
蕃
人
教
育
　
　
　
沿
革
誌
（
第
一
和
蘭
人
ノ
蕃
人
教
育
　
第
二
支
那
人
ノ
蕃
人
教
育
）
　
　
　
（
附
）
台
湾
蕃
地
交
渉
年
表
　
　
第
五
篇
結
論
　
こ
の
う
ち
人
類
学
的
分
析
は
、
「
第
一
篇
蕃
俗
誌
」
で
な
さ
れ
て
い
る
。
各
民
族
の
社
会
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
次
の
項
目
に
よ
り
分
析
さ
れ
て
い
る
。
　
　
地
理
的
分
布
・
蕃
社
並
二
戸
数
人
口
・
統
制
的
現
状
（
一
、
社
会
的
組
　
　
織
・
二
、
酋
長
ノ
統
治
・
（
附
）
刑
罰
・
三
、
家
族
組
織
）
・
土
俗
（
一
、
　
　
住
所
・
二
、
衣
飾
・
三
、
飲
食
）
・
慣
習
（
一
、
結
婚
・
二
、
生
誕
・
三
、
　
　
疾
病
・
四
、
埋
葬
・
五
、
誠
首
・
六
、
祭
租
）
・
創
世
的
口
碑
・
生
業
　
　
（
一
、
農
業
・
二
、
狩
猟
・
三
、
漁
魚
・
四
、
家
禽
及
ヒ
家
畜
ノ
飼
養
・
78
五
、
手
工
・
六
、
織
布
及
ヒ
裁
縫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
こ
こ
で
は
、
記
載
の
細
部
の
検
討
は
省
略
す
る
が
、
総
じ
て
い
え
ば
、
伊
能
は
領
台
三
年
目
、
平
地
に
お
い
て
も
ま
だ
台
湾
総
督
府
の
支
配
が
辺
地
に
ま
で
行
き
届
か
ず
、
日
本
側
が
「
土
匪
」
と
呼
ん
だ
漢
人
の
ゲ
リ
ラ
が
頻
繁
に
現
わ
れ
、
山
地
に
お
い
て
は
原
住
民
の
集
落
で
日
本
人
が
入
っ
た
こ
と
の
な
い
村
も
多
く
、
な
お
醸
首
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
に
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
伊
能
も
山
岳
部
奥
地
ま
で
は
入
ら
ず
、
山
麓
の
村
々
の
調
査
や
現
地
の
原
住
民
・
漢
人
・
日
本
人
か
ら
の
聞
き
取
り
や
文
献
調
査
で
記
述
を
し
て
い
る
。
半
年
で
台
湾
を
一
周
し
た
た
め
、
一
箇
所
に
長
く
滞
在
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
各
民
族
の
分
類
や
居
住
範
囲
、
ま
た
、
社
会
組
織
に
つ
い
て
の
分
析
に
は
誤
り
も
多
く
、
後
々
批
判
を
受
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
各
民
族
の
特
徴
を
よ
く
つ
か
ん
で
お
り
、
僅
か
半
年
間
の
調
査
で
こ
れ
だ
け
網
羅
的
な
民
族
誌
を
作
成
し
た
こ
と
に
は
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
伊
能
の
人
類
学
の
素
養
と
、
研
究
に
対
す
る
真
摯
な
態
度
が
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
伊
能
が
研
究
に
命
を
か
け
た
の
は
、
自
ら
の
仕
事
が
、
原
住
民
に
対
す
る
教
育
政
策
の
確
立
な
ど
、
国
家
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
出
版
以
後
も
、
伊
能
は
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
等
の
雑
誌
に
原
住
民
族
の
人
類
学
的
論
文
を
発
表
し
続
け
る
。
鳥
居
龍
蔵
が
台
湾
調
査
の
後
、
次
第
に
大
陸
に
調
査
地
を
移
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
伊
能
は
台
湾
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
。
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
粟
野
と
の
共
著
で
あ
る
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
の
み
だ
が
、
伊
能
は
他
に
も
各
民
族
の
詳
細
な
民
族
誌
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
民
族
誌
は
岩
手
県
遠
野
市
の
伊
能
の
子
孫
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
9
）
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
　
一
九
＝
二
年
、
森
丑
之
助
の
分
類
を
台
湾
総
督
府
が
採
用
し
、
「
生
蕃
」
は
、
タ
イ
ヤ
ル
・
ブ
ヌ
ン
・
ツ
オ
ウ
・
パ
イ
ワ
ン
・
ア
ミ
・
ヤ
ミ
、
サ
イ
セ
ッ
ト
の
七
民
族
と
な
っ
た
。
森
も
伊
能
と
同
じ
く
日
本
の
領
台
初
年
に
台
湾
に
渡
っ
た
が
、
伊
能
が
領
台
初
年
か
ら
原
住
民
族
に
関
す
る
論
考
を
雑
誌
に
発
表
し
た
の
に
対
し
て
、
森
は
一
九
〇
〇
年
か
ら
雑
誌
に
発
表
し
て
お
り
、
伊
能
よ
り
遅
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
森
は
「
生
蕃
」
居
住
地
域
を
誰
よ
り
も
ひ
ろ
く
踏
査
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
森
の
研
究
も
研
究
史
の
中
で
見
落
と
す
こ
と
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
で
き
な
い
。
ま
た
森
は
伊
能
の
研
究
の
誤
り
に
つ
い
て
強
く
批
判
し
て
い
る
。
　
大
正
期
に
は
、
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
に
よ
る
組
織
的
調
査
が
行
わ
れ
、
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
族
誌
の
シ
リ
ー
ズ
が
刊
行
さ
れ
、
今
日
で
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
　
昭
和
期
に
な
る
と
、
台
北
帝
国
大
学
土
俗
・
人
種
学
研
究
室
編
『
台
湾
高
砂
族
系
統
所
属
の
研
究
』
（
一
九
三
五
年
初
版
）
、
同
言
語
学
研
究
室
編
『
原
語
に
よ
る
台
湾
高
砂
族
伝
説
集
』
（
一
九
三
五
年
初
版
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
両
者
の
民
族
分
類
や
、
民
族
名
称
、
各
民
族
の
居
住
範
囲
な
ど
は
、
当
時
の
総
督
府
の
公
式
の
見
解
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
の
研
究
が
今
日
の
民
族
分
類
の
基
に
　
　
　
（
2
2
）
な
っ
て
い
る
。
　
伊
能
の
研
究
に
つ
い
て
、
人
類
学
や
言
語
学
の
観
点
か
ら
、
現
在
そ
の
誤
り
を
多
く
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
国
家
主
義
的
・
植
民
地
主
義
的
と
い
う
評
価
を
下
す
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
前
節
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
伊
能
は
、
日
本
統
治
期
か
ら
現
在
ま
で
の
、
人
類
学
研
究
に
よ
る
原
住
民
族
の
民
族
像
の
固
定
化
を
振
り
返
っ
た
時
に
、
最
初
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
物
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
伊
能
の
雑
誌
論
文
、
特
に
平
哺
族
に
関
す
る
論
文
は
、
今
日
の
平
哺
族
研
究
に
大
き
く
稗
益
し
て
い
る
。
平
捕
族
の
習
俗
は
漢
化
に
よ
り
、
既
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
が
多
い
が
、
伊
能
は
消
え
つ
つ
あ
伊能嘉矩の台湾原住民族研究79
る
貴
重
な
習
俗
を
記
録
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
筆
者
は
、
伊
能
の
記
録
は
、
人
類
学
的
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
習
俗
を
再
現
す
る
た
め
に
再
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
清
末
か
ら
日
本
統
治
期
の
変
化
し
つ
つ
あ
る
台
湾
社
会
を
記
録
し
た
同
時
代
史
料
と
し
て
、
読
み
直
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
一
節
を
設
け
て
検
討
し
よ
う
。
四
　
政
治
的
境
界
線
と
伊
能
の
歴
史
研
究
　
先
に
、
清
朝
の
引
い
た
政
治
的
境
界
線
が
、
今
日
の
「
原
住
民
」
籍
と
非
「
原
住
民
」
籍
、
「
高
山
族
」
と
「
平
哺
族
」
と
い
う
区
分
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
そ
の
こ
と
が
歴
史
学
的
に
考
証
で
き
る
の
は
、
や
は
り
伊
能
の
研
究
が
基
礎
を
つ
く
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
伊
能
の
台
湾
史
研
究
の
著
作
で
代
表
的
な
も
の
は
、
『
台
湾
蕃
政
志
』
と
、
『
台
湾
文
化
志
』
上
・
中
・
下
巻
で
あ
る
。
伊
能
が
台
湾
滞
在
中
に
著
し
た
『
台
湾
蕃
政
志
』
は
、
一
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
か
ら
一
九
世
紀
末
の
日
本
統
治
期
前
ま
で
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
、
鄭
氏
、
清
朝
と
い
う
歴
代
外
来
政
権
の
原
住
民
族
統
治
が
扱
わ
れ
て
い
る
約
六
五
〇
頁
に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
。
伊
能
は
台
湾
滞
在
中
に
、
対
原
住
民
族
政
策
史
研
究
の
他
に
、
『
台
湾
志
」
全
二
巻
（
文
学
社
、
一
九
〇
二
年
）
な
ど
、
清
代
か
ら
日
本
統
治
直
後
ま
で
の
台
湾
通
史
を
出
版
し
、
雑
誌
に
も
台
湾
史
に
関
す
る
多
く
の
論
考
を
発
表
し
て
い
た
。
一
九
〇
六
年
に
岩
手
県
遠
野
に
帰
郷
し
て
か
ら
も
、
台
湾
総
督
府
理
蕃
沿
革
編
纂
事
務
委
員
や
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
委
員
な
ど
に
任
じ
ら
れ
、
台
湾
と
の
関
係
は
切
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
伊
能
が
自
ら
の
歴
史
研
究
の
集
大
成
と
し
て
ま
と
め
て
い
た
「
清
朝
治
下
ノ
台
湾
二
於
ケ
ル
文
治
武
備
機
関
ノ
変
遷
」
は
、
一
九
二
五
年
、
突
然
マ
ラ
リ
ヤ
が
再
発
し
逝
去
し
た
こ
と
か
ら
、
伊
能
在
世
中
に
は
遂
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
伊
能
の
弟
子
の
板
澤
武
雄
が
中
心
と
な
り
、
民
俗
学
者
柳
田
國
男
や
経
済
学
者
福
田
徳
三
の
助
力
を
得
て
、
「
台
湾
文
化
志
』
と
し
て
一
九
二
八
年
に
漸
く
出
版
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
．
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
　
『
台
湾
文
化
志
』
上
・
中
・
下
巻
は
、
各
巻
約
一
千
頁
に
の
ぼ
る
大
著
で
あ
る
。
参
考
に
各
篇
の
項
目
を
あ
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
第
一
篇
清
朝
以
前
に
於
て
支
那
人
に
知
ら
れ
た
る
台
湾
　
第
二
篇
領
台
原
　
　
始
　
第
三
篇
文
治
武
備
沿
革
　
第
四
篇
治
匪
政
策
　
第
五
篇
教
学
の
施
設
　
　
第
六
篇
社
会
政
策
　
第
七
篇
特
殊
の
祀
典
及
信
仰
　
第
八
篇
修
志
始
末
　
　
第
九
篇
経
政
沿
革
　
第
十
篇
農
工
沿
革
　
第
十
一
篇
交
通
沿
革
　
第
十
二
　
　
篇
商
販
沿
革
　
第
十
三
篇
外
力
の
進
漸
　
第
十
四
篇
拓
殖
沿
革
　
第
十
五
　
　
篇
番
政
沿
革
　
第
十
六
篇
台
湾
の
割
譲
　
第
十
七
篇
台
湾
に
於
け
る
地
勢
　
　
の
変
遷
政
治
・
経
済
・
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
網
羅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
『
台
湾
文
化
志
』
の
清
朝
の
原
住
民
族
統
治
に
関
わ
る
部
分
は
、
「
第
十
五
篇
番
政
沿
革
」
（
下
巻
、
四
二
一
－
九
一
〇
頁
V
に
記
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
参
考
の
た
め
に
細
部
の
項
目
を
次
に
示
し
て
お
こ
う
。
　
　
第
一
章
理
蕃
施
設
　
　
　
第
一
款
対
熟
番
の
施
設
　
第
二
款
対
生
番
の
施
設
（
第
一
節
対
生
番
消
　
　
　
極
策
　
第
二
節
対
生
番
積
極
策
）
　
第
三
款
楓
帯
軍
械
の
禁
　
第
四
款
　
　
　
民
番
結
婚
の
制
限
　
　
第
二
章
番
人
の
教
化
　
　
　
第
一
節
熟
番
の
教
育
　
第
二
節
熟
番
の
化
育
　
第
三
節
生
番
の
教
化
　
　
　
第
四
節
賜
姓
政
略
80
　
　
第
三
章
番
人
に
対
す
る
課
租
　
　
　
第
一
節
番
餉
（
第
一
項
熟
番
番
餉
　
第
二
項
生
番
番
餉
）
　
第
二
節
番
　
　
　
租
（
第
一
項
番
大
租
　
第
二
項
加
留
蘇
租
　
第
三
項
充
五
租
　
第
四
項
　
　
　
特
殊
の
番
租
）
　
第
三
節
塩
課
の
翻
諮
　
第
四
節
番
社
倉
　
　
第
四
章
屯
制
　
　
　
第
一
節
屯
番
　
第
二
節
養
贈
哺
地
及
屯
田
園
　
　
第
五
章
防
番
機
関
　
　
　
第
｝
節
　
陰
制
　
第
二
節
隆
租
　
　
第
六
章
征
番
事
略
　
　
　
第
一
節
呑
寄
番
社
の
討
伐
　
第
二
節
水
沙
連
番
の
討
伐
　
第
三
節
傭
偲
　
　
　
番
の
討
伐
　
第
四
節
大
甲
番
社
の
討
伐
　
第
五
節
眉
加
臆
社
番
の
討
伐
　
　
　
第
六
節
恒
春
番
の
討
伐
　
第
七
節
台
東
加
礼
苑
番
の
討
伐
　
第
八
節
奇
　
　
　
密
社
番
の
討
伐
　
第
九
節
東
勢
角
北
勢
番
の
討
伐
　
第
十
節
東
勢
角
南
　
　
　
勢
番
の
討
伐
　
第
十
一
節
大
料
嵌
番
の
討
伐
　
第
十
二
節
台
東
平
哺
番
　
　
　
の
討
伐
　
第
十
三
節
大
南
懊
番
の
討
伐
　
　
第
七
章
漢
番
交
渉
鯨
志
　
　
　
第
一
節
番
人
の
対
外
遠
征
　
第
二
節
漢
民
の
番
地
侵
佑
　
第
三
節
支
那
　
　
　
人
の
番
人
に
対
す
る
観
察
　
右
に
煩
雑
に
な
る
こ
と
を
厭
わ
ず
項
目
を
あ
げ
て
き
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
も
と
に
し
て
、
後
の
台
湾
開
発
史
や
、
平
哺
族
史
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
伊
能
は
各
項
目
を
検
討
す
る
際
に
一
々
文
献
か
ら
の
典
拠
を
示
し
て
お
り
、
引
用
史
料
と
実
際
の
文
献
を
比
べ
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
伊
能
が
は
っ
き
り
と
「
熟
番
」
と
「
生
番
」
を
分
け
て
記
述
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
で
き
る
。
「
熟
番
」
の
う
ち
オ
ラ
ン
ダ
時
代
や
鄭
氏
政
権
の
時
代
に
既
に
漢
人
と
雑
居
し
、
す
ぐ
に
清
朝
の
統
治
下
に
入
っ
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
清
朝
が
武
力
で
ね
じ
伏
せ
た
地
域
も
あ
る
。
清
朝
は
「
熟
番
」
に
「
番
餉
」
を
課
し
、
「
社
学
」
等
と
呼
ば
れ
る
教
育
機
関
を
設
け
て
教
化
し
て
い
っ
た
。
「
熟
番
」
は
、
狩
猟
や
粗
放
な
農
業
を
生
業
と
し
て
い
た
が
、
漢
人
開
拓
民
は
「
熟
番
」
か
ら
土
地
を
借
り
、
「
番
租
」
と
い
う
小
作
料
を
支
払
っ
た
。
地
主
で
あ
っ
た
「
熟
番
」
の
う
ち
、
水
稲
耕
作
の
技
術
を
う
ま
く
導
入
し
て
、
そ
の
地
位
を
高
め
て
い
っ
た
者
も
あ
れ
ば
、
逆
に
漢
人
開
拓
民
の
勢
力
増
大
に
押
さ
れ
て
困
窮
す
る
者
も
い
た
。
　
清
朝
は
大
陸
か
ら
の
台
湾
渡
航
を
制
限
し
て
台
湾
の
開
発
を
規
制
し
、
「
熟
番
」
の
保
護
政
策
を
採
り
、
「
生
番
」
の
統
治
を
放
棄
し
た
。
漢
人
が
「
熟
番
」
の
土
地
を
開
墾
す
る
の
に
も
種
々
の
制
約
を
設
け
た
。
漢
人
が
「
生
番
」
居
住
地
で
あ
る
「
番
地
」
へ
出
入
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
、
境
界
線
が
設
け
ら
れ
た
。
境
界
線
は
、
初
め
は
「
生
番
」
出
没
の
要
口
に
立
石
す
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
土
を
盛
っ
て
防
壁
と
し
、
そ
の
横
に
溝
を
掘
っ
て
境
界
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
防
壁
を
臥
牛
に
形
容
し
て
土
牛
と
い
い
、
側
溝
と
合
わ
せ
て
「
土
牛
溝
」
と
い
う
。
漢
人
は
土
牛
溝
を
越
え
て
さ
ら
に
開
拓
を
進
め
る
。
一
七
八
六
年
林
爽
文
の
乱
の
後
、
土
牛
溝
の
外
側
に
新
た
に
「
屯
丁
制
」
を
導
入
し
、
「
熟
番
」
を
屯
丁
と
し
て
「
生
番
」
地
区
と
の
境
界
線
の
警
備
に
あ
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
屯
丁
」
に
割
り
当
て
ら
れ
た
土
地
の
外
側
も
、
漢
人
有
力
家
が
開
拓
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
生
番
の
襲
撃
に
備
え
る
公
営
や
民
営
の
「
険
」
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
清
代
の
台
湾
で
は
、
漢
人
の
拓
墾
の
進
展
に
伴
い
「
生
番
」
と
、
漢
人
・
「
熟
番
」
を
分
け
る
境
界
線
が
次
第
に
内
陸
の
「
番
地
」
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
。
日
本
統
治
期
、
台
湾
総
督
府
は
「
陞
」
制
度
を
拡
充
し
て
「
隆
勇
線
」
と
し
、
そ
れ
を
警
察
や
軍
隊
の
武
伊能嘉矩の台湾原住民族研究81
力
で
前
進
さ
せ
な
が
ら
、
山
岳
部
の
「
生
番
」
を
囲
い
込
ん
で
服
従
さ
せ
て
い
っ
た
。
　
伊
能
は
、
「
熟
番
」
と
「
生
番
」
に
対
す
る
清
朝
の
政
策
の
違
い
、
「
熟
番
」
の
土
地
経
営
方
式
や
、
境
界
線
の
「
土
牛
溝
」
、
さ
ら
に
「
屯
丁
」
・
「
隆
」
と
い
う
境
界
線
の
警
備
組
織
等
を
歴
史
研
究
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
こ
の
枠
組
み
が
以
後
の
研
究
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
台
湾
史
の
特
に
族
群
の
議
論
の
中
で
、
伊
能
の
研
究
に
対
す
る
批
判
も
出
て
い
る
。
ヂ
章
義
は
、
大
陸
か
ら
渡
台
し
て
き
た
の
は
福
建
省
の
泉
州
人
が
最
初
で
海
岸
部
の
原
野
を
拓
き
、
次
に
福
建
省
の
潭
州
人
が
来
て
山
に
近
い
地
域
を
開
拓
し
、
最
後
に
客
家
系
漢
人
が
来
て
最
奥
の
丘
陵
地
帯
に
入
っ
た
と
い
う
伊
能
の
説
に
異
論
を
唱
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
渡
航
年
代
の
差
に
よ
る
住
み
分
け
は
、
伊
能
説
が
踏
襲
さ
れ
曲
解
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
以
外
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
台
湾
史
の
論
文
で
も
伊
能
の
著
作
か
ら
の
棒
引
き
が
度
々
な
さ
れ
、
原
始
史
料
を
探
し
て
い
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
。
伊
能
は
、
開
拓
民
は
ま
ず
水
を
求
め
て
水
源
を
探
す
こ
と
、
ま
た
、
｝
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
分
類
械
闘
が
頻
繁
に
起
こ
っ
た
結
果
、
大
陸
で
の
出
身
地
別
に
分
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
を
見
落
と
し
て
い
る
と
い
（
2
4
）
う
。　
こ
の
罪
章
義
の
指
摘
は
、
従
来
伊
能
説
が
台
湾
の
歴
史
学
界
で
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
き
た
か
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
戦
後
の
各
地
域
で
の
古
文
書
の
発
掘
と
研
究
に
よ
り
、
伊
能
の
研
究
が
乗
り
越
え
ら
れ
た
状
況
を
示
し
て
い
る
。
今
日
で
も
伊
能
の
研
究
を
全
く
無
視
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
伊
能
が
蒐
集
し
て
著
作
で
扱
っ
て
い
る
史
料
の
中
に
、
今
日
で
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
も
の
が
あ
り
、
伊
能
の
著
作
の
史
料
引
用
に
典
拠
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
場
合
で
あ
る
。
　
現
在
で
は
、
先
に
渡
台
し
た
閥
南
人
が
平
原
部
の
土
地
を
占
め
、
そ
の
後
か
ら
来
た
客
家
人
は
山
脚
地
帯
を
拓
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
観
点
は
、
台
湾
史
学
界
で
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
客
家
系
漢
人
は
、
「
生
番
」
と
隣
接
し
て
住
ん
で
い
る
場
合
が
多
く
、
「
熟
番
」
や
「
生
番
」
の
客
家
化
と
い
う
現
象
も
見
ら
れ
た
。
逆
に
客
家
側
が
「
熟
番
」
や
「
生
番
」
の
影
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
響
を
受
け
た
場
合
も
あ
る
。
施
添
福
は
、
閏
南
人
や
客
家
・
「
熟
番
」
の
住
み
分
け
は
、
土
牛
溝
や
屯
丁
、
陰
制
度
等
の
人
為
的
境
界
線
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
清
朝
の
開
墾
制
限
や
開
拓
者
の
土
地
経
営
方
式
等
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
伊
能
が
提
示
し
た
政
治
的
境
界
線
に
関
す
る
論
議
が
発
展
し
て
、
今
日
の
族
群
形
成
の
歴
史
的
検
証
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
五
　
民
族
誌
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
情
報
　
伊
能
は
渡
台
直
後
、
人
類
学
研
究
に
精
力
を
注
ぎ
、
後
に
歴
史
研
究
に
重
心
を
移
し
た
。
筆
者
に
と
っ
て
不
思
議
な
の
は
、
伊
能
の
原
住
民
族
に
関
す
る
歴
史
研
究
に
人
類
学
的
観
点
か
ら
の
分
析
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
歴
代
政
権
の
政
策
展
開
史
が
ほ
と
ん
ど
で
、
各
民
族
の
文
化
や
社
会
組
織
が
如
何
な
る
変
容
を
遂
げ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
伊
能
だ
け
で
な
く
現
在
の
歴
史
研
究
に
も
通
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
一
方
、
人
類
学
研
究
で
は
、
調
査
時
点
の
原
住
民
族
社
会
と
政
府
と
の
関
係
や
、
近
代
化
に
よ
る
文
化
変
容
と
い
っ
た
事
柄
は
、
特
に
戦
前
に
限
っ
て
い
え
ば
あ
ま
り
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
但
し
、
戦
前
の
人
類
学
研
究
が
歴
史
に
対
し
て
全
く
無
関
心
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
大
正
期
82
の
『
番
族
慣
習
調
査
報
告
書
』
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
各
処
に
清
代
の
文
献
史
料
の
引
用
が
な
さ
れ
、
漢
族
と
原
住
民
族
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
初
期
の
『
台
湾
高
砂
族
系
統
所
属
の
研
究
』
は
、
原
住
民
の
口
碑
か
ら
過
去
の
各
民
族
の
移
動
経
路
を
探
り
出
し
、
調
査
時
点
に
お
け
る
各
民
族
の
成
立
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
優
れ
た
業
績
と
し
て
今
日
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
　
筆
者
の
い
う
、
戦
前
の
人
類
学
者
の
歴
史
（
時
代
性
）
の
軽
視
と
は
、
調
査
時
点
で
の
原
住
民
と
周
辺
民
族
と
の
関
係
や
、
政
府
と
の
関
係
、
ま
た
調
査
者
の
立
場
と
い
っ
た
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
ず
、
既
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
社
会
の
中
か
ら
「
伝
統
的
」
で
「
特
有
」
の
文
化
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
傾
向
な
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
人
類
学
者
の
研
究
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
植
民
地
統
治
へ
の
批
判
を
全
く
せ
ず
む
し
ろ
肯
定
的
に
捉
え
て
い
た
と
し
て
、
戴
國
輝
が
厳
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
し
く
批
判
し
て
い
た
。
戦
前
の
日
本
人
の
台
湾
原
住
民
族
観
と
政
策
の
関
係
は
、
ま
た
別
に
稿
を
設
け
て
議
論
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
　
こ
こ
で
の
筆
者
の
関
心
は
、
近
現
代
の
歴
史
学
や
人
類
学
の
も
つ
学
問
的
性
質
が
、
近
現
代
の
台
湾
原
住
民
族
像
を
固
定
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
文
献
の
検
討
を
主
た
る
研
究
法
と
す
る
歴
史
学
は
一
先
ず
お
い
て
、
民
族
社
会
の
中
で
行
わ
れ
た
人
類
学
調
査
を
ま
と
め
た
民
族
誌
に
は
、
切
り
落
と
さ
れ
書
き
記
さ
れ
な
か
っ
た
情
報
が
あ
る
。
そ
の
情
報
を
も
う
一
度
探
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
一
九
九
二
年
、
森
口
雄
稔
氏
に
よ
り
伊
能
の
民
族
調
査
や
旅
行
の
日
記
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
V
部
が
活
字
化
さ
れ
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
伊
能
の
曾
孫
に
あ
た
る
江
田
明
彦
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
V
も
、
伊
能
の
調
査
メ
モ
を
活
字
化
し
て
発
表
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
調
査
日
記
や
メ
モ
を
読
む
う
ち
に
に
、
従
来
の
民
族
誌
で
は
切
り
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
一
百
年
前
の
台
湾
社
会
の
貴
重
な
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
　
断
片
的
に
例
を
あ
げ
る
と
、
一
八
九
七
年
の
台
湾
一
周
調
査
の
日
記
で
あ
る
「
巡
台
日
乗
」
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
　
　
（
明
治
三
十
年
五
月
－
筆
者
挿
入
）
二
十
六
日
　
　
い
よ
い
よ
蕃
地
に
入
ら
ん
と
し
前
日
よ
り
先
導
を
約
せ
る
通
事
許
安
　
　
（
國
o
雪
）
・
阿
枝
（
〉
犀
一
）
の
二
人
を
招
く
二
人
共
に
蕃
地
に
出
入
す
る
　
　
こ
と
二
十
鯨
年
共
に
蕃
婦
を
妻
と
し
家
宅
を
蕃
地
内
に
構
ひ
つ
つ
あ
り
と
　
　
い
ふ
殊
に
阿
枝
の
如
き
は
髪
を
辮
に
せ
ず
し
て
蕃
風
に
結
び
蕃
衣
し
て
跣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
足
し
蕃
帽
蕃
刀
を
具
す
る
の
一
状
一
見
し
て
支
那
人
た
る
を
認
め
難
り
き
　
こ
れ
は
伊
能
が
、
台
北
の
南
方
の
烏
来
と
い
う
タ
イ
ヤ
ル
民
族
居
住
区
に
入
る
際
の
案
内
人
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
通
事
と
は
、
原
住
民
の
通
訳
を
務
め
る
者
で
、
漢
人
の
中
で
原
住
民
の
言
葉
に
達
者
な
者
が
な
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
原
住
民
の
中
で
漢
語
に
達
者
な
者
が
な
る
場
合
も
あ
っ
た
。
漢
人
が
原
住
民
の
女
性
を
妻
と
し
た
り
、
ま
た
、
原
住
民
側
が
漢
人
の
子
供
を
養
子
に
迎
え
る
こ
と
は
タ
イ
ヤ
ル
以
外
の
民
族
で
も
見
ら
れ
た
。
漢
人
が
原
住
民
の
女
性
を
婆
る
こ
と
を
清
朝
は
禁
止
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
通
事
は
交
易
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。
漢
人
と
原
住
民
の
通
婚
は
、
原
住
民
が
漢
化
し
て
い
く
一
因
に
も
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
見
ら
れ
る
の
は
漢
化
で
は
な
く
、
「
タ
イ
ヤ
ル
化
し
た
漢
族
男
性
」
で
あ
る
。
辮
髪
も
せ
ず
「
蕃
帽
」
（
お
そ
ら
く
籐
で
編
ん
だ
帽
子
）
を
被
り
苧
麻
の
衣
服
を
着
て
日
本
の
鎗
の
先
端
を
尖
ら
し
た
よ
う
な
山
刀
を
差
し
て
い
る
。
原
住
民
族
と
漢
族
の
境
界
地
帯
で
、
一
方
的
に
原
住
民
が
漢
化
し
て
伊能嘉矩の台湾原住民族研究83
い
く
様
で
は
な
く
、
漢
人
が
原
住
民
族
の
影
響
を
受
け
て
い
る
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
　
次
に
、
や
は
り
烏
来
で
伊
能
が
出
会
っ
た
人
物
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
　
　
（
明
治
三
十
年
五
月
－
筆
者
挿
入
）
二
十
七
日
…
　
　
行
く
こ
と
十
飴
町
蕃
人
の
男
女
十
数
共
に
耕
殖
を
な
せ
る
に
一
行
を
見
て
　
　
皆
な
来
り
集
る
中
に
詩
朗
（
G
Q
曽
o
づ
）
あ
り
詩
朗
も
彼
れ
の
台
北
に
至
り
　
　
し
時
予
と
相
知
れ
る
も
の
、
而
し
て
彼
れ
は
劉
銘
伝
の
蕃
学
堂
を
台
北
に
　
　
開
き
し
と
き
実
に
選
ば
れ
て
学
生
と
な
り
し
も
の
一
時
は
官
話
及
び
台
湾
　
　
土
語
を
初
め
読
書
詩
賦
の
術
に
ま
で
上
達
せ
し
と
い
ふ
も
今
は
断
髪
文
身
　
　
の
一
蕃
丁
に
過
ぎ
ざ
り
き
、
聞
く
彼
れ
の
山
に
帰
る
や
学
堂
常
に
用
ゆ
る
　
　
処
の
衣
冠
を
著
け
経
書
を
手
に
し
て
行
き
た
り
し
も
漸
く
山
に
入
る
こ
と
　
　
遠
き
に
及
び
彼
れ
は
熟
考
数
四
何
思
ひ
け
ん
経
書
を
取
り
て
路
谷
の
底
に
　
　
投
棄
し
衣
冠
を
脱
し
て
路
傍
に
捨
て
再
び
距
賜
躁
踵
の
旧
態
と
な
り
て
入
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
り
た
り
し
と
そ
　
「
蕃
学
堂
」
よ
り
も
「
番
学
堂
」
の
ほ
う
が
史
料
的
に
は
正
し
い
。
清
末
の
日
本
の
台
湾
出
兵
に
よ
り
台
湾
の
実
効
支
配
確
立
を
迫
ら
れ
た
清
朝
は
｝
八
七
五
年
か
ら
「
開
山
撫
番
」
政
策
を
採
り
、
旧
来
の
台
湾
渡
航
制
限
と
「
番
地
」
へ
の
入
禁
を
全
面
的
に
解
除
し
、
「
生
番
」
の
統
治
と
「
番
地
」
の
拓
殖
を
図
っ
た
。
清
仏
戦
争
の
後
、
一
八
八
五
年
に
台
湾
建
省
が
行
わ
れ
初
代
台
湾
巡
撫
に
劉
銘
伝
が
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
劉
は
「
開
山
撫
番
」
政
策
の
刷
新
を
図
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
台
北
に
北
部
タ
イ
ヤ
ル
に
対
す
る
教
育
機
関
で
あ
る
「
番
学
堂
」
（
　
八
九
〇
1
一
八
九
二
年
）
を
設
け
た
。
「
番
学
堂
」
は
日
本
統
治
期
以
前
に
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
た
め
、
「
詩
朗
」
が
既
に
清
代
に
タ
イ
ヤ
ル
の
生
活
に
戻
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本
統
治
期
に
入
っ
て
か
ら
タ
イ
ヤ
ル
の
生
活
に
戻
っ
た
の
か
は
こ
こ
で
は
わ
か
ら
な
い
。
　
「
番
学
堂
」
の
卒
業
生
に
は
、
「
詩
朗
」
と
逆
の
道
を
選
ん
だ
者
も
い
た
。
伊
能
が
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
に
載
せ
た
文
章
に
次
の
人
物
の
話
が
あ
る
。
　
　
蕃
人
の
教
育
　
又
た
蕃
人
を
治
化
す
る
の
方
便
と
し
て
一
時
（
劉
銘
伝
の
　
　
時
）
台
北
城
南
門
外
な
る
西
学
堂
に
蕃
民
の
子
弟
を
集
め
授
く
る
に
台
湾
　
　
土
語
及
び
支
那
官
話
を
以
て
し
以
て
頑
迷
の
心
を
去
り
凶
暴
の
俗
を
除
か
　
　
し
む
る
こ
と
に
努
め
衣
食
住
よ
り
日
用
銀
銭
ま
で
を
官
給
と
致
し
ま
し
た
　
　
（
現
に
大
料
嵌
に
住
す
る
生
蕃
通
事
蒲
靖
勺
午
。
試
昌
と
い
ふ
者
は
合
胞
　
　
山
ゴ
甲
げ
9
社
よ
り
出
、
教
育
を
受
け
た
り
し
も
の
、
由
に
て
今
年
二
十
　
　
三
才
、
正
さ
に
支
那
風
の
辮
髪
と
衣
装
と
を
な
し
自
在
に
台
湾
土
語
を
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
し
且
つ
筆
談
を
も
巧
み
に
し
今
は
商
業
を
営
み
居
る
と
い
ひ
ま
す
）
　
「
西
学
堂
」
は
誤
り
で
「
番
学
堂
」
が
正
し
い
。
　
「
蒲
靖
」
の
場
合
は
、
漢
族
の
社
会
の
中
に
上
手
く
適
応
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
詩
朗
」
や
「
蒲
靖
」
は
、
ま
さ
に
清
末
か
ら
日
本
統
治
期
と
い
う
政
権
交
代
期
に
、
自
ら
の
生
き
方
を
主
体
的
に
選
択
し
た
例
と
い
え
る
。
　
こ
こ
で
あ
げ
た
例
は
、
民
族
誌
で
は
消
去
さ
れ
て
し
ま
っ
た
例
外
的
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
例
に
あ
げ
た
人
物
は
例
外
と
は
い
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
原
住
民
族
の
社
会
は
多
様
で
常
に
変
化
し
続
け
る
。
そ
れ
は
現
代
で
も
同
じ
で
あ
る
。
民
族
誌
に
記
さ
れ
権
威
化
さ
れ
た
イ
メ
！
ジ
と
現
実
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
伊
能
が
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
中
の
民
族
誌
の
部
分
で
あ
る
「
第
一
篇
蕃
俗
誌
」
や
『
台
湾
文
化
志
』
等
、
学
問
と
し
て
体
系
化
す
る
前
の
日
記
や
ま
た
雑
誌
の
論
考
の
中
に
は
、
固
定
化
さ
れ
る
前
の
民
族
に
つ
い
て
の
貴
重
な
情
報
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
詳
し
く
扱
え
な
か
っ
た
が
、
84
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
に
つ
い
て
は
、
「
第
一
篇
蕃
俗
誌
」
よ
り
も
「
第
三
篇
地
方
誌
」
の
ほ
う
が
時
代
性
と
い
う
こ
と
で
は
興
味
深
い
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。
伊
能
の
著
述
を
、
研
究
と
し
て
読
み
そ
の
誤
り
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
百
年
前
の
社
会
を
理
解
す
る
た
め
の
同
時
代
史
料
と
し
て
読
む
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
民
族
社
会
の
調
査
者
や
民
族
誌
の
執
筆
者
の
生
き
た
時
代
に
つ
い
て
配
慮
す
る
視
点
が
あ
れ
ば
、
実
は
従
来
の
客
観
的
な
研
究
に
思
え
て
き
た
民
族
誌
に
対
し
て
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
時
代
性
を
考
慮
し
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
台
湾
の
各
族
群
、
特
に
今
日
で
い
う
と
こ
ろ
の
台
湾
原
住
民
族
の
歴
史
的
形
成
を
検
討
す
る
に
は
、
人
類
学
と
歴
史
学
の
双
方
の
研
究
史
を
振
り
返
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
原
住
民
族
内
の
各
民
族
は
、
日
本
統
治
期
か
ら
現
在
に
至
る
人
類
学
的
な
民
族
分
類
に
よ
り
区
分
さ
れ
、
文
化
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
付
与
さ
れ
た
、
あ
る
意
味
で
「
つ
く
ら
れ
た
民
族
」
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
「
山
地
原
住
民
」
籍
・
「
平
地
原
住
民
」
籍
と
い
う
区
分
、
「
高
山
族
」
・
「
平
捕
族
」
と
い
う
区
別
に
つ
い
て
は
、
清
朝
の
設
け
た
「
土
牛
溝
」
や
「
隆
」
と
い
う
政
治
的
境
界
線
に
よ
る
「
熟
番
」
と
「
生
番
」
の
区
分
、
日
本
統
治
期
の
「
熟
番
」
（
一
九
三
五
年
以
降
の
平
哺
族
）
・
「
生
番
」
（
一
九
三
五
年
以
降
は
高
砂
族
）
の
区
別
、
「
蕃
地
」
と
い
う
特
別
行
政
区
の
内
と
外
と
い
う
問
題
等
を
歴
史
学
的
に
検
討
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
　
台
湾
に
つ
い
て
の
人
類
学
と
歴
史
学
の
研
究
史
を
振
り
返
っ
た
場
合
、
伊
能
の
研
究
が
ま
ず
姐
上
に
の
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伊
能
の
研
究
は
確
か
に
現
時
点
か
ら
見
れ
ば
誤
り
も
多
く
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
近
現
代
の
民
族
分
類
や
政
治
的
境
界
線
は
歴
史
的
に
不
動
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く
修
正
さ
れ
て
き
た
。
研
究
者
の
見
解
の
相
違
が
反
映
し
て
、
政
策
担
当
者
に
よ
る
境
界
の
線
引
き
も
何
度
と
な
く
修
正
さ
れ
て
き
た
。
度
重
な
る
修
正
は
、
各
民
族
成
員
に
も
戸
惑
い
を
与
え
て
き
た
。
伊
能
の
研
究
は
、
明
治
期
に
は
最
も
権
威
を
有
し
て
お
り
、
日
本
統
治
期
の
人
類
学
的
な
民
族
分
類
に
し
て
も
、
ま
た
、
「
熟
蕃
」
と
「
生
蕃
」
の
区
別
、
「
蕃
地
」
の
内
と
外
と
い
う
政
治
的
境
界
線
に
し
て
も
、
明
治
期
の
境
界
線
の
線
引
き
を
研
究
す
る
際
に
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
　
ま
た
、
民
族
分
類
や
政
治
的
境
界
線
に
よ
る
区
別
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
事
柄
が
あ
る
。
本
稿
第
五
節
で
例
に
あ
げ
た
の
は
、
民
族
分
類
や
政
治
的
境
界
線
を
跨
い
だ
、
ま
た
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
よ
う
と
し
た
人
々
の
姿
で
あ
っ
た
。
歴
史
的
に
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
断
の
変
化
こ
そ
常
態
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
　
伊
能
の
研
究
を
古
典
と
し
て
極
度
に
崇
め
た
り
、
ま
た
、
そ
の
誤
り
を
強
調
し
て
顧
み
な
い
の
で
は
な
し
に
、
そ
の
著
作
の
歴
史
的
意
味
を
も
う
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
台
湾
蕃
人
事
情
』
や
『
台
湾
蕃
政
志
』
、
『
台
湾
文
化
志
』
と
い
っ
た
伊
能
の
代
表
的
な
著
作
乃
至
共
著
書
だ
け
で
く
、
雑
誌
の
論
考
や
新
聞
記
事
、
日
記
な
ど
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
伊
能
が
学
術
研
究
と
し
て
体
系
化
を
意
識
す
る
前
の
著
述
と
い
え
、
人
類
学
の
民
族
誌
や
歴
史
学
の
政
策
展
開
史
で
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
変
化
過
程
に
あ
る
台
湾
社
会
の
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
伊能嘉矩の台湾原住民族研究85
（
1
）
　
伊
能
の
台
湾
関
係
編
著
書
の
一
覧
は
省
略
す
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
伊
能
嘉
矩
　
の
台
湾
原
住
民
研
究
の
人
類
学
的
価
値
」
（
日
本
順
益
台
湾
原
住
民
研
究
会
編
『
跨
越
世
紀
的
影
像
∬
　
伊
能
嘉
矩
収
蔵
台
湾
原
住
民
写
真
集
』
（
仮
題
）
、
順
益
台
湾
原
住
民
博
物
館
、
一
九
九
九
年
発
行
予
定
）
を
参
照
。
但
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
新
た
　
に
出
版
さ
れ
た
日
記
や
言
語
調
査
ノ
ー
ト
等
は
数
に
入
れ
て
い
な
い
。
伊
能
に
つ
い
て
論
じ
た
文
章
は
様
々
あ
る
が
、
特
に
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
知
る
に
は
、
板
澤
武
雄
「
伊
能
先
生
小
伝
」
（
『
台
湾
文
化
志
』
上
巻
、
刀
江
書
院
、
一
九
二
八
年
初
版
）
、
遠
野
市
立
博
物
館
『
伊
能
嘉
矩
－
郷
土
と
台
湾
研
究
の
生
涯
』
（
第
三
一
回
博
物
館
特
別
展
図
録
、
一
九
九
五
年
）
、
荻
野
馨
著
「
伊
能
嘉
矩
の
歩
み
・
生
涯
そ
の
一
」
（
『
遠
野
物
語
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
六
年
八
月
）
、
江
田
明
彦
「
伊
能
嘉
矩
年
譜
」
（
前
掲
『
跨
越
世
紀
的
影
像
－
　
伊
能
嘉
矩
収
蔵
台
湾
原
住
民
写
真
集
』
）
を
参
照
せ
よ
。
（
2
）
　
伊
能
嘉
矩
原
著
・
森
口
雄
稔
編
『
伊
能
嘉
矩
の
台
湾
踏
査
日
記
』
台
湾
風
物
雑
誌
社
、
一
九
九
二
年
、
曹
永
和
「
序
」
二
五
頁
。
（
3
）
　
前
掲
『
跨
越
世
紀
的
影
像
H
　
伊
能
嘉
矩
収
蔵
台
湾
原
住
民
写
真
集
』
は
、
伊
能
嘉
矩
の
曾
孫
伊
能
邦
彦
氏
所
蔵
の
写
真
が
、
同
じ
く
伊
能
の
曾
孫
江
田
明
彦
氏
の
尽
力
　
で
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
伊
能
嘉
矩
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
伊
能
邦
彦
氏
に
伝
わ
っ
た
も
の
の
大
半
は
岩
手
県
遠
野
市
立
博
物
館
が
受
託
管
理
し
て
い
る
が
、
日
本
統
治
期
に
台
北
帝
国
大
学
に
移
さ
れ
た
資
料
は
、
そ
の
ま
ま
台
湾
大
学
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
同
写
真
集
で
は
台
湾
大
学
所
蔵
資
料
は
除
外
し
て
あ
る
が
、
台
湾
大
学
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
、
呉
密
察
主
編
『
台
湾
史
椙
案
・
文
書
目
録
（
三
）
　
国
立
台
湾
大
学
蔵
伊
能
文
庫
目
録
』
（
国
立
台
湾
大
学
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
せ
よ
。
（
4
）
　
こ
の
よ
う
な
台
湾
で
の
「
民
族
」
・
「
族
群
」
・
「
種
族
」
の
使
い
分
け
は
、
例
え
ば
民
族
主
義
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
専
門
的
に
扱
っ
た
論
文
集
で
あ
る
郡
宗
海
他
編
『
族
群
問
題
与
族
群
関
係
』
（
幼
獅
文
化
事
業
有
限
公
司
、
一
九
八
五
年
）
に
見
ら
れ
る
。
（
5
）
　
そ
の
内
容
や
意
義
に
つ
い
て
台
湾
内
外
で
多
く
の
論
議
を
よ
ん
だ
『
認
識
台
湾
』
課
程
に
つ
い
て
、
日
本
語
で
読
み
や
す
い
も
の
と
し
て
、
松
金
公
正
「
新
教
科
『
認
識
台
湾
』
導
入
が
も
た
ら
す
も
の
1
台
湾
に
お
け
る
「
国
民
」
意
識
の
形
成
」
（
『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』
第
三
九
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
）
を
参
照
。
（
6
）
　
国
立
編
訳
館
主
編
『
認
識
台
湾
（
社
会
篇
ご
、
国
立
編
訳
館
出
版
、
一
九
九
七
年
、
八
頁
。
（
7
）
　
「
山
胞
」
や
「
原
住
民
」
の
身
分
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
細
か
い
規
定
が
あ
り
、
そ
の
法
令
も
一
九
五
四
年
の
「
台
湾
省
政
府
令
」
（
中
華
民
国
四
三
年
二
月
九
日
（
扉
参
）
府
民
四
字
＝
九
七
号
）
以
来
、
度
々
修
正
さ
れ
て
き
た
。
詳
し
く
は
、
台
湾
省
文
献
委
員
会
編
印
『
台
湾
原
住
民
史
料
彙
編
　
三
　
台
湾
省
政
府
公
報
中
有
関
原
住
民
法
規
政
令
彙
編
（
一
）
』
（
一
二
一
1
＝
二
四
頁
）
を
参
照
。
同
書
は
一
九
九
二
年
の
「
山
胞
身
分
認
定
標
準
」
（
中
華
民
国
八
一
年
八
月
七
日
内
政
部
第
（
八
一
）
内
民
字
第
八
一
八
五
五
〇
一
号
令
修
正
発
布
）
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
一
九
九
四
年
　
に
は
修
正
さ
れ
て
、
「
原
住
民
身
分
認
定
標
準
」
（
中
華
民
国
八
三
年
十
月
二
四
日
内
政
部
台
（
八
三
）
内
民
字
第
八
三
八
四
七
七
三
号
令
修
正
発
布
）
が
出
さ
れ
た
。
「
原
住
民
身
分
認
定
標
準
」
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
「
台
湾
省
政
府
広
報
』
（
冬
字
第
四
一
期
、
台
湾
省
政
府
秘
書
処
発
行
、
一
九
九
四
年
＝
月
二
二
旦
を
参
照
。
（
8
）
　
清
朝
時
代
か
ら
、
現
在
ま
で
の
台
湾
先
住
諸
民
族
の
総
称
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
拙
稿
「
“
台
湾
原
住
民
族
”
、
模
索
し
て
い
く
民
族
像
」
（
『
勺
国
一
ζ
国
』
第
六
号
、
一
九
九
七
年
五
月
）
・
同
「
最
近
の
「
原
住
民
族
」
を
め
ぐ
る
情
況
L
（
『
台
湾
原
住
民
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。
特
に
一
九
三
五
年
の
改
称
に
つ
い
て
は
、
戴
國
輝
「
霧
社
蜂
起
事
件
の
概
要
と
研
究
の
今
日
的
意
味
－
台
湾
少
数
民
族
が
問
い
か
け
る
も
の
」
（
『
思
想
』
、
一
九
七
三
年
二
月
初
出
、
戴
國
揮
編
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
－
研
究
と
資
料
』
、
社
会
思
想
社
、
一
九
八
一
年
所
収
、
一
四
－
一
五
頁
）
　
に
詳
し
い
。
（
9
）
　
前
掲
『
認
識
台
湾
（
社
会
篇
ご
　
一
－
三
頁
。
国
立
編
訳
館
主
編
『
認
識
台
湾
　
（
歴
史
篇
ご
（
試
用
本
）
、
国
立
編
訳
館
出
版
、
一
九
九
七
年
、
　
O
l
＝
二
頁
。
（
1
0
）
　
「
台
湾
省
政
府
庁
通
報
」
（
参
陸
巳
感
民
丙
字
第
九
三
六
五
号
中
華
民
国
三
六
年
六
月
二
八
日
）
、
内
容
に
つ
い
て
は
前
掲
『
台
湾
原
住
民
史
料
彙
編
　
三
　
台
湾
省
政
府
公
報
中
有
関
原
住
民
法
規
政
令
彙
編
（
一
）
』
を
参
照
（
五
八
頁
）
。
（
1
1
）
　
前
掲
『
認
識
台
湾
（
歴
史
篇
）
』
、
一
二
頁
。
（
1
2
）
　
現
在
、
台
湾
で
使
わ
れ
て
い
る
九
民
族
の
漢
字
表
記
は
、
↓
九
五
三
年
に
台
湾
大
86
学
考
古
人
類
学
系
で
決
め
ら
れ
た
も
の
が
基
に
な
っ
て
い
る
（
台
湾
大
学
考
古
人
類
学
系
『
考
古
人
類
学
刊
』
第
一
期
、
一
九
五
三
年
、
「
考
古
人
類
学
界
消
息
」
中
の
菌
逸
夫
「
本
系
画
一
台
湾
土
著
各
族
中
西
文
名
称
」
、
三
七
－
三
八
頁
）
。
（
1
3
）
　
台
北
帝
国
大
学
土
俗
・
人
種
学
研
究
室
編
『
台
湾
高
砂
族
系
統
所
属
の
研
究
』
、
刀
江
書
院
、
一
九
三
五
年
初
版
、
二
一
頁
。
（
1
4
）
　
度
重
な
る
民
族
分
類
の
変
遷
に
戸
惑
う
ル
カ
イ
の
人
々
の
様
子
が
、
笠
原
政
治
　
「
幻
の
〈
ツ
ァ
リ
セ
ン
族
〉
ー
台
湾
原
住
民
ル
カ
イ
研
究
史
（
そ
の
一
）
」
（
『
台
湾
原
住
民
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
七
年
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
二
一
－
二
三
頁
）
。
プ
　
ユ
マ
民
族
で
あ
る
孫
大
川
の
「
面
対
人
類
学
家
的
心
情
1
「
鳥
居
龍
蔵
特
展
」
罪
言
L
（
順
益
台
湾
原
住
民
博
物
館
編
『
跨
越
世
紀
的
影
像
－
鳥
居
龍
蔵
眼
中
的
台
湾
原
住
民
』
、
順
益
台
湾
原
住
民
博
物
館
発
行
、
一
九
九
四
年
初
出
）
で
は
、
人
類
学
者
　
の
母
系
社
会
や
年
齢
階
級
（
年
齢
階
梯
制
）
と
い
っ
た
分
析
が
、
プ
ユ
マ
民
族
の
古
老
　
に
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
様
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
五
四
頁
）
。
（
1
5
）
　
前
掲
拙
稿
「
伊
能
嘉
矩
の
台
湾
原
住
民
研
究
の
人
類
学
的
価
値
」
。
（
1
6
）
　
伊
能
嘉
矩
「
台
湾
通
信
（
第
二
十
二
回
）
　
台
湾
に
於
け
る
各
蕃
族
の
分
布
」
、
　
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
第
一
四
巻
第
一
四
六
号
、
一
八
九
八
年
五
月
号
。
（
1
7
）
　
鳥
居
龍
蔵
「
人
類
学
研
究
・
台
湾
の
原
住
民
（
一
）
序
論
」
、
『
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
紀
要
』
第
二
八
冊
第
六
編
、
一
九
一
〇
年
一
二
月
、
「
鳥
居
龍
蔵
全
集
』
第
五
巻
所
収
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
、
九
頁
。
（
1
8
）
　
前
掲
笠
原
「
幻
の
く
ツ
ァ
リ
セ
ン
族
V
l
台
湾
原
住
民
ル
カ
イ
研
究
史
（
そ
の
　
一
）
」
で
は
、
伊
能
の
ツ
ァ
リ
セ
ン
族
に
対
す
る
人
類
学
分
析
の
記
述
に
つ
い
て
、
拙
　
稿
「
伊
能
嘉
矩
の
台
湾
原
住
民
研
究
の
人
類
学
的
価
値
」
で
は
、
伊
能
の
ス
パ
ヨ
ワ
ン
　
族
に
対
す
る
人
類
学
的
分
析
に
つ
い
て
、
詳
し
く
取
り
扱
っ
て
い
る
。
（
1
9
）
　
遠
野
市
立
博
物
館
が
受
託
管
理
し
て
い
る
伊
能
の
資
料
の
中
に
は
、
未
刊
行
の
八
　
冊
の
各
民
族
の
民
族
誌
草
稿
が
あ
る
。
そ
の
内
の
一
冊
に
は
『
ア
タ
イ
ヤ
ル
蕃
俗
志
上
　
篇
』
の
表
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
他
の
七
冊
は
表
題
が
な
い
が
、
ツ
ァ
リ
セ
ン
・
プ
　
ユ
マ
・
パ
イ
ワ
ン
・
ヴ
ォ
ヌ
ム
・
ア
ミ
ス
・
ツ
ォ
オ
・
ペ
イ
ポ
（
こ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
　
る
の
は
伊
能
が
未
漢
化
平
哺
族
と
し
た
サ
イ
シ
ャ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
の
民
族
誌
で
あ
り
、
『
ア
タ
イ
ヤ
ル
蕃
俗
志
上
篇
』
と
同
じ
編
集
方
針
で
あ
る
。
（
2
0
）
　
森
丑
之
助
の
研
究
と
著
作
に
つ
い
て
は
、
宮
岡
真
央
子
「
森
丑
之
助
の
著
作
目
録
及
び
若
干
の
解
説
」
（
『
台
湾
原
住
民
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
七
年
）
・
同
「
野
人
の
文
化
人
類
学
－
森
丑
之
助
の
生
涯
と
研
究
」
（
『
南
方
文
化
』
第
二
四
輯
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）
を
参
照
。
（
2
1
）
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
に
関
す
る
研
究
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
参
照
論
文
と
し
て
、
国
分
直
一
『
東
ア
ジ
ア
地
中
海
の
道
』
（
慶
友
社
、
一
九
九
五
年
）
中
の
「
V
南
方
学
の
拠
地
－
台
湾
　
二
　
大
正
期
刊
行
の
二
種
の
台
湾
原
住
民
族
慣
　
習
報
告
書
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
」
を
あ
げ
て
お
く
。
ま
た
、
特
に
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
の
中
で
民
族
誌
と
し
て
最
も
利
用
価
値
の
高
い
『
番
族
慣
習
調
査
報
告
書
』
五
巻
計
八
冊
に
つ
い
て
は
、
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
か
ら
中
訳
本
の
出
版
が
さ
れ
て
い
る
。
九
八
年
現
在
、
第
一
巻
の
泰
雅
族
（
一
九
九
六
年
出
版
）
と
第
三
巻
の
饗
夏
族
（
一
九
九
八
年
出
版
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
逐
次
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
同
書
は
た
ん
な
る
中
国
語
訳
で
は
な
く
、
日
本
語
原
書
で
は
各
民
族
の
言
語
表
記
が
片
仮
名
に
な
っ
　
て
い
た
の
を
、
言
語
学
者
や
人
類
学
者
、
さ
ら
に
は
各
民
族
の
在
野
の
研
究
者
の
共
同
作
業
に
よ
り
、
言
語
学
に
基
づ
い
た
音
素
表
記
に
直
し
て
あ
る
。
（
2
2
）
　
日
本
統
治
期
の
原
住
民
族
に
対
す
る
分
類
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
馬
淵
東
一
「
高
砂
族
の
分
類
－
学
史
的
回
顧
」
（
『
民
族
学
研
究
』
第
一
八
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
五
　
三
年
初
出
、
『
馬
淵
東
一
著
作
集
』
第
二
巻
、
社
会
思
想
社
、
一
九
七
四
年
所
収
）
を
参
照
。
（
2
3
）
　
『
台
湾
文
化
志
』
の
解
題
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
郎
淑
珍
「
伊
能
嘉
矩
の
『
台
湾
文
化
志
』
考
」
（
『
遠
野
物
語
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）
を
参
照
。
（
2
4
）
　
罪
章
義
「
閥
磨
移
民
的
協
和
与
対
立
ー
客
属
潮
州
人
開
発
台
北
与
新
荘
三
山
国
　
王
廟
的
興
衰
史
」
、
『
台
北
文
献
』
第
七
四
期
、
一
九
八
五
年
一
二
月
初
出
、
罪
章
義
　
『
台
湾
開
発
史
研
究
』
、
聯
経
出
版
、
一
九
八
九
年
所
収
、
三
五
八
頁
。
（
2
5
）
例
え
ば
、
サ
イ
シ
ャ
ッ
ト
民
族
は
客
家
人
と
隣
接
し
て
居
住
し
て
お
り
、
相
互
に
　
影
響
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
拙
稿
「
台
湾
原
住
民
の
辮
髪
」
（
『
台
湾
原
住
民
研
究
』
　
第
三
号
、
一
九
九
八
年
一
二
月
）
や
拙
稿
「
清
末
・
日
本
統
治
直
後
、
政
権
交
代
期
の
伊能嘉矩の台湾原住民族研究87
　
台
湾
先
住
民
－
文
書
か
ら
見
た
「
帰
順
」
L
（
『
東
洋
学
報
』
第
八
〇
巻
第
四
号
掲
載
　
予
定
、
一
九
九
九
年
三
月
）
で
は
、
台
湾
南
端
の
恒
春
パ
イ
ワ
ン
民
族
と
客
家
系
漢
人
　
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
る
。
（
2
6
）
　
施
添
福
「
清
代
台
湾
竹
塑
地
区
的
土
牛
溝
和
区
域
発
展
－
一
個
歴
史
地
理
学
的
　
研
究
」
、
『
台
湾
風
物
』
第
四
〇
巻
第
四
期
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
初
出
、
張
炎
憲
他
主
　
編
『
台
湾
史
論
文
精
選
』
（
上
）
、
玉
山
社
、
一
九
九
六
年
所
収
。
（
2
7
）
　
前
掲
戴
「
霧
社
蜂
起
事
件
の
概
要
と
研
究
の
今
日
的
意
味
－
台
湾
少
数
民
族
が
　
問
い
か
け
る
も
の
」
、
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
－
研
究
と
資
料
』
、
二
八
－
四
二
頁
。
（
2
8
）
　
前
掲
『
伊
能
嘉
矩
の
台
湾
踏
査
日
記
』
は
、
編
者
の
森
口
氏
が
伊
能
の
調
査
や
旅
　
行
の
日
記
を
、
時
間
を
か
け
て
整
理
し
て
活
字
に
し
、
さ
ら
に
詳
細
な
注
記
や
解
説
を
　
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
語
に
訳
し
た
伊
能
嘉
矩
著
・
楊
南
郡
訳
注
『
台
湾
踏
査
日
記
』
上
下
二
巻
（
遠
流
出
版
、
一
九
九
六
年
）
、
同
著
・
同
訳
注
『
平
哺
族
調
　
査
旅
行
－
伊
能
嘉
矩
〈
台
湾
通
信
〉
選
集
』
（
遠
流
出
版
、
一
九
九
六
年
）
に
も
、
　
訳
者
楊
南
郡
氏
の
詳
し
い
注
記
が
つ
い
て
お
り
、
さ
ら
に
使
用
す
る
の
に
便
利
に
な
っ
　
た
。
（
2
9
）
　
伊
能
嘉
矩
著
・
江
田
明
彦
編
「
随
観
抄
記
」
、
『
台
湾
原
住
民
研
究
』
第
一
号
、
　
一
　
九
九
六
年
。
同
著
・
同
編
「
探
検
随
観
」
、
『
台
湾
原
住
民
研
究
』
第
二
号
、
］
九
九
七
　
年
。
（
3
0
）
　
伊
能
「
巡
台
日
乗
」
、
前
掲
『
伊
能
嘉
矩
の
台
湾
踏
査
日
記
』
、
八
頁
。
（
3
1
）
　
同
上
、
九
頁
。
（
3
2
）
　
伊
能
嘉
矩
「
台
湾
通
信
（
第
三
回
）
」
、
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
第
一
一
巻
第
一
　
一
九
号
、
一
八
九
六
年
二
月
。
ち
な
み
に
「
蒲
靖
」
の
写
真
は
、
前
掲
日
本
順
益
台
湾
　
原
住
民
研
究
会
編
『
跨
越
世
紀
的
影
像
H
　
伊
能
嘉
矩
収
蔵
台
湾
原
住
民
写
真
集
』
の
　
ナ
ン
バ
i
一
五
に
載
っ
て
い
る
。
※
補
記
　
本
論
脱
稿
後
、
台
湾
の
国
立
台
湾
大
学
で
、
大
学
創
立
七
〇
周
年
と
新
図
書
館
　
の
落
成
を
記
念
し
て
、
新
図
書
館
で
一
一
月
二
〇
日
か
ら
一
二
月
五
日
ま
で
「
伊
能
嘉
　
矩
与
台
湾
研
究
特
展
」
が
開
催
さ
れ
、
一
一
月
二
〇
日
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行
わ
れ
　
た
。
そ
の
際
に
、
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
伊
能
嘉
矩
与
台
湾
研
究
特
展
専
刊
編
輯
小
組
編
輯
（
編
輯
顧
問
口
呉
密
察
）
『
伊
能
嘉
矩
与
台
湾
研
究
特
展
専
刊
』
（
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
、
一
九
九
八
年
）
と
、
台
湾
大
学
人
類
学
系
の
所
蔵
し
て
い
る
伊
能
収
集
の
民
具
を
ま
と
め
た
国
立
台
湾
大
学
人
類
学
系
編
『
台
大
人
類
学
系
伊
能
蔵
品
研
究
』
（
国
立
台
湾
大
学
人
類
学
系
、
一
九
九
八
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
